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六
五
％
で
あ
る
。
昨
年
八
月

か
ら
、
小
松
島
市
自
主
防
災

連
合
会
を
発
足
さ
せ
て
、
技

術
強
化
や
情
報
交
換
な
ど
を

図
っ
て
い
る
。

井
村　

自
主
防
災
組
織
に
対

し
て
、
活
動
費
を
予
算
化
し

て
は
ど
う
か
。

政
策
監　

各
自
主
防
災
会
が

隊
員
向
け
に
か
わ
ら
版
と
か

チ
ラ
シ
な
ど
の
資
料
を
作
成

す
る
た
め
の
活
動
費
を
、
補

助
金
と
し
て
来
年
度
予
算
の

計
上
に
努
力
す
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

 

の
対
応
に
つ
い
て

井
村　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
対
す
る
助
成
制
度
や
手

続
な
ど
、
市
と
し
て
の
対
応

は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

市
民
税
非

課
税
世
帯
及
び
生
活
保
護
世

帯
に
対
し
て
は
全
額
を
、
そ

の
他
の
世
帯
で
妊
婦
及
び
一

歳
か
ら
小
学
三
年
生
の
方
に

対
し
て
、
一
回
目
の
接
種
費

用
三
千
六
百
円
を
全
額
助
成

す
る
。

　

ま
た
、
方
法
は
、
接
種
費

用
負
担
軽
減
証
明
書
を
提
出

す
る
代
理
受
領
方
式
と
医
療

機
関
に
支
払
っ
た
接
種
費
用

を
払
い
戻
す
償
還
払
い
方
式

で
助
成
す
る
。

井
村　

今
後
は
、
新
型
と
従

来
の
季
節
型
と
同
時
に
流
行

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、

学
校
運
営
や
保
護
者
に
混
乱

は
な
い
の
か
。

教
育
長　

臨
時
休
業
は
、
県

教
委
か
ら
の
通
知
を
目
安
に

実
施
す
る
。
授
業
時
数
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
教
育
課
程

の
進
捗
状
況
を
確
認
し
て
検

討
す
る
。
今
後
も
、
児
童
の

健
康
保
全
、
感
染
拡
大
防
止

に
努
め
る
。

井
村　

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の

利
用
自
粛
要
請
基
準
を
見
直

し
て
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

現
行
の
適

応
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
市
学
童
保
育
連
絡
協
議

会
と
も
調
整
し
て
い
る
。
保

護
者
の
就
労
環
境
確
保
の
観

点
を
念
頭
に
、
今
後
適
切
に

見
直
し
て
い
く
。

井
村　

幼
保
・
小
中
学
校
の

連
携
に
つ
い
て
、
所
管
を
超

え
た
連
絡
体
制
を
つ
く
っ
て

は
ど
う
か
。

教
育
長　

安
全
確
保
の
た
め

に
連
携
す
る
こ
と
は
大
変
重

要
で
あ
る
が
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
や
個
人
情
報
保
護
の
視

点
を
踏
ま
え
る
と
、
基
本
的

に
は
保
護
者
か
ら
各
機
関
に

連
絡
す
べ
き
と
考
え
る
。

携
帯
電
話
の

 

利
用
に
つ
い
て

井
村　

児
童
の
携
帯
電
話
利

用
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、

学
校
主
導
で
保
護
者
と
児
童

で
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

教
育
長　

携
帯
電
話
の
ル
ー

ル
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
各

地
域
の
実
情
を
考
慮
し
、
情

報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
会
を
設
け
る
な
ど
、
地

域
社
会
へ
の
啓
発
活
動
の
充

実
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
に
つ

い
て
は
、
学
校
や
市
教
委
主

催
の
行
事
や
研
修
会
な
ど
で
、

研
修
や
啓
発
が
で
き
る
よ
う

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

路
線
が
十
路
線
、
市
決
定
の

路
線
が
三
路
線
、
合
計
十
三

路
線
で
あ
る
。
整
備
済
み
は

三
路
線
、
未
整
備
は
五
路
線

で
あ
る
。残
り
の
五
路
線
は
、

一
部
が
整
備
済
み
で
あ
る
。

池
渕　

県
の
方
で
「
徳
島
県

都
市
計
画
道
路
見
直
し
基
本

方
針
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い

う
の
が
、
資
料
と
し
て
平
成

十
八
年
十
二
月
に
出
て
い

る
。
今
後
、
徳
島
県
と
関
係

市
町
で
共
同
し
て
見
直
し
検

討
作
業
を
進
め
る
と
あ
る

が
、
現
在
、
具
体
的
に
本
市

に
お
い
て
、
ど
の
都
市
計
画

道
路
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た

の
か
、
あ
る
い
は
行
わ
れ
て

い
な
い
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

事
業
着
手

の
都
市
計
画
道
路
を
対
象

に
、
県
と
共
同
し
て
見
直
し

作
業
を
進
め
て
い
る
。
平
成

十
九
年
度
か
ら
、
計
画
の
妥

当
性
、
必
要
性
や
事
業
実
現

性
等
の
評
価
シ
ー
ト
を
策
定

し
、
平
成
二
十
一
年
度
に
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
影
響
、

ま
た
、
そ
の
他
事
業
と
の
連

携
等
を
考
慮
し
、
計
画
の
継

続
、
変
更
等
の
見
直
し
の
方

向
性
の
総
合
評
価
を
策
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

池
渕　

二
十
一
年
度
、
当
該

年
度
で
あ
る
が
、
未
整
備
五

路
線
に
つ
い
て
、
継
続
し
て

存
続
す
る
も
の
な
の
か
、
あ

る
い
は
廃
止
し
て
い
く
も
の

な
の
か
、
現
在
で
決
ま
っ
て

い
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

路
線
の
廃

止
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
後

計
画
見
直
し
に
つ
き
ま
し
て

も
、
路
線
の
必
要
性
の
事
業

の
実
現
性
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
よ
く
精
査
し
た
い
。
現

在
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

池
渕　

時
代
に
即
し
た
形
で

計
画
決
定
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
議
会
報
告
会
の
時

に
も
住
民
か
ら
「
三
十
年
以

上
前
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ

て
、
計
画
道
路
に
含
ま
れ
、

一
部
建
築
制
限
を
受
け
、
将

来
設
計
を
立
て
に
く
い
。
事

業
実
施
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

早
く
や
っ
て
ほ
し
い
」、
と

の
声
も
多
く
あ
る
。
早
期
に

事
業
評
価
判
断
を
求
め
る
。

こ
こ
で
非
常
に
重
要
に
な
る

の
が
市
の
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
考
え
る
。
平

成
四
年
の
都
市
計
画
法
の
改

正
に
伴
い
、
市
町
村
の
都
市

計
画
に
関
す
る
基
本
方
針
の

第
十
八
条
二
項
と
し
て
創
設

を
さ
れ
た
。
こ
の
方
針
は
市

町
村
が
地
域
固
有
の
自
然
、

歴
史
、
生
活
文
化
、
産
業
な

ど
の
特
性
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
地
域
社
会
共
有
の
身
近

な
都
市
計
画
を
重
視
し
た
ま

ち
づ
く
り
、
都
市
づ
く
り
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
ま

ち
づ
く
り
を
先
導
す
る
た
め

の
都
市
計
画
を
有
す
る
市
町

村
に
策
定
義
務
が
あ
る
と
法

的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
義
務
づ
け
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
、

本
市
に
お
い
て
は
策
定
を
さ

れ
て
い
な
い
。
早
期
に
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
す
べ
き
だ
。

産
業
建
設
部
長　

当
該
計
画

の
策
定
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
、
集
約

的
、
機
能
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
べ
く
、
平
成

二
十
二
年
度
か
ら
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
作

業
に
着
手
す
る
。
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安
全
・
安
心
の
農
産
物
と
し
て
の

安
全
・
安
心
の
農
産
物
と
し
て
の

 

有
機
農
業
へ
の
取
り
組
み
は

有
機
農
業
へ
の
取
り
組
み
は

答　

生
物
多
様
性
を
保
全
す
る

　
　

取
り
組
み
を
重
視

新
緑
の
会　

佐
野　

善
作　
議
員　

安
全
・
安
心
の
農
産
物
と
し
て
の

 

有
機
農
業
へ
の
取
り
組
み
は

平
成
二
十
二
年
度
予
算
の
重
点
施
策
は

平
成
二
十
二
年
度
予
算
の
重
点
施
策
は

答　

市
民
の
安
全
・
安
心
・
信
頼
の

　
　

ま
ち
づ
く
り
を
重
点
目
標
と
す
る

み
ら
い
の
会　

北
野　

恒
男　
議
員　

平
成
二
十
二
年
度
予
算
の
重
点
施
策
は

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

佐
野　

有
機
農
法
の
広
く
普

及
を
図
る
た
め
に
、
市
と
し

て
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て

い
く
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

今
年
度
、

国
の
地
域
有
機
農
業
施
設
整

備
事
業
が
採
択
さ
れ
、

櫛
渕
町
に
育
苗
研
修

施
設
が
整
備
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
来

年
（
二
十
二
年
）
一

月
十
一
日
は
、
徳
島

有
機
農
業
推
進
協
議

会
の
主
催
に
よ
る
生

物
多
様
性
条
約
Ｃ
Ｏ

Ｐ
10
に
向
け
て
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
小
松

島
市
で
開
催
さ
れ
る
。

市
と
し
て
有
機
農
業

を
初
め
と
す
る
生
物

多
様
性
を
保
全
す
る
取
り
組

み
を
重
視
し
て
い
く
。

義
経
・
与
一

サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て

佐
野　

義
経
・
与
一
サ
ミ
ッ

ト
が
小
松
島
市
で
開
催
さ
れ

る
が
、
企
画
の
全
容
を
聞
き

た
い
。

政
策
監　

源
義
経
と
那
須
与

一
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
、
義

経
サ
ミ
ッ
ト
に
高
松
市
・
岩

手
県
平
泉
町
等
十
五
自
治
体

が
加
盟
し
、
与
一
サ
ミ
ッ
ト

に
は
高
松
市
・
栃
木
県
大
田

原
市
・
岡
山
県
井
原
市
な
ど

七
自
治
体
が
加
盟
し
て
お
り
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
合
同
で

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

年
一
回
、
お
の
お
の
の
自
治

体
に
お
け
る
源
義
経
・
那
須

与
一
に
関
す
る
行
事
の
紹
介

と
か
意
見
交
換
を
通
じ
て
地

域
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
今
回
は
小
松

島
市
に
お
い
て
、
二
月
二
十

北
野　

平
成
二
十
二
年
度
予

算
編
成
の
重
点
施
策
は
。

市
長　

小
松
島
市
第
五
次
総

合
計
画
基
本
構
想
に
お
い
て

「
安
全
・
安
心
・
信
頼
の
こ

ま
つ
し
ま
」
を
目
標
と
す
る

都
市
像
と
定
め
、
こ
の
実
現

に
向
け
、
真
に
必
要
な
も
の

に
つ
い
て
は
、
重
点
的
に
財

政
措
置
を
講
ず
る
。

北
野　

各
課
か
ら
の
主
な
予

算
要
求
は
。

政
策
監　

市
制
施
行
六
十
周

年
記
念
事
業
、
国
勢
調
査
事

業
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
設
置

及
び
運
営
事
業
、
民
間
保
育

所
施
設
整
備
補
助
、
子
ど
も

手
当
、
太
陽
光
発
電
装
置
等

設
置
事
業
、
ブ
ラ
ン
ド
産
地

整
備
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
策
定
委
託
料
、
防
災

備
蓄
資
材
導
入
事
業
、
小
松

島
中
学
校
二
号
棟
改
築
事
業
、

耐
震
診
断
委
託
料
、
市
立
体

育
館
屋
根
補
修
事
業
等
、
各

事
業
の
緊
急
性
や
事
業
性
な

ど
精
査
、
優
先
順
位
を
立
て
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
予
算

化
し
て
い
く
。

北
野　

国
の
事
業
仕

分
け
の
選
定
で
「
廃

止
」
や
「
予
算
縮

減
」
な
ど
、
厳
し
く

判
定
さ
れ
た
中
に
は
、

医
療
、
農
業
、
教
育
、

運
輸
関
係
等
、
市
民

生
活
に
直
結
す
る
も

の
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
が
、
新
年
度
予

算
へ
の
影
響
は
。

政
策
監　

仕
分
け
の
結
果
は
、

地
方
行
政
に
多
大
な
影
響
を

与
え
る
判
定
が
多
か
っ
た
が
、

内
容
が
不
透
明
で
あ
り
、
新

年
度
予
算
に
ど
の
程
度
反
映

さ
せ
る
か
未
知
数
の
た
め
、

本
市
の
影
響
は
不
明
で
あ
る
。

国
の
動
き
を
注
視
し
つ
つ
取

り
組
ん
で
い
く
。

田んぼの多様な生きもの

健康づくりとしてのスポーツ吹き矢
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て
い
る
こ
と
、
保
護
者
同
伴

で
の
実
施
と
な
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
お
子
さ
ん
の
体
調

の
よ
い
と
き
に
、
施
設
が

整
っ
た
医
療
機
関
で
接
種
す

る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
判

断
し
た
。
こ
の
方
針
に
従

い
、
土
日
、
休
診
日
等
の
実

施
、
ま
た
は
通
常
の
時
間
外

で
の
対
応
を
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、
医
療
機
関
ご
と
に
創

意
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
で
き
る
体
制
整

備
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

石
原　

財
政
的
に
も
学
校
の

耐
震
化
と
教
育
施
設
の
再
編

は
リ
ン
ク
さ
せ
、
教
育
委
員

会
と
市
長
部
局
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
早

急
に
枠
組
み
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長　

耐
震
化
に
つ
い
て

は
、
行
政
と
し
て
市
長
部
局

日
に
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
、
翌

二
十
一
日
に
義
経
夢
想
祭
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
。

国
際
交
流
に
つ
い
て

佐
野　

我
が
市
の
国
際
交
流

の
現
状
は
。

政
策
監　

国
際
交
流
に
つ
い

て
多
方
面
に
わ
た
り
大
き
な

担
い
役
を
務
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
小
松
島
市
国
際
交
流

協
会
が
あ
る
。
こ
の
協
会
は

本
年
で
二
十
周
年
を
迎
え
る
。

設
立
以
来
、
外
国
語
の
講
座
、

日
本
語
教
室
や
料
理
教
室
、

国
際
理
解
サ
ロ
ン
、
国
際
研

究
・
調
査
、
交
流
パ
ー
テ
ィ
、

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
、
講
演
会
、
ミ
カ

ン
狩
り
や
外
国
人
阿
波
踊
り

コ
ン
テ
ス
ト
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
外
国
人
に
対
す

る
地
震
、
津
波
、
台
風
時
の

対
応
と
避
難
訓
練
が
九
月

十
三
日
に
実
施
さ
れ
た
。
今

後
も
適
宜
い
ろ
い
ろ
な
面
で

協
力
を
し
た
い
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
の

 

ま
ち
で
健
康
づ
く
り
の
推
進
を

北
野　

健
康
づ
く
り
対
策
と

し
て
健
康
診
査
の
取
り
組
み

状
況
は
。

保
健
福
祉
部
長　

特
定
健
康

診
査
、人
間
ド
ッ
グ
、脳
ド
ッ

グ
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
、
胃
ガ
ン
、
肺
ガ

ン
、
大
腸
ガ
ン
、
子
宮
ガ
ン
、

乳
ガ
ン
検
診
を
実
施
し
て
い

る
。

北
野　

人
間
ド
ッ
グ
、
脳

ド
ッ
グ
の
受
診
希
望
者
が
多

い
が
、
定
員
を
増
や
せ
な
い

か
。

保
健
福
祉
部
長　

各
医
療
機

関
と
相
談
し
、
予
算
面
も
含

め
て
検
討
す
る
。

北
野　

生
活
習
慣
病
対
策
は
。

保
健
福
祉
部
長　

下
肢
を
中

心
と
し
た
筋
力
増
強
の
た
め

の
運
動
指
導
、
中
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
「
い
き
い
き
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
」
事
業
を
実
施
。

今
後
も
健
康
づ
く
り
推
進
の

た
め
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
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学
校
統
廃
合
計
画
と
耐
震
化
は

学
校
統
廃
合
計
画
と
耐
震
化
は

 

リ
ン
ク
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
か

リ
ン
ク
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
か

答　

学
校
再
編
計
画
と
耐
震
化
は

　
　

す
み
分
け
を
し
て
取
り
組
む

み
ら
い
の
会　

石
原　

正
裕　
議
員　

学
校
統
廃
合
計
画
と
耐
震
化
は

 

リ
ン
ク
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
か

で
財
政
を
考
慮
し
な
が
ら
早

急
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
の
再
編
計
画
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
が
今
策
定

中
の
教
育
振
興
計
画
の
中
で

十
二
分
に
検
討
し
、
そ
れ
を

地
域
に
お
ろ
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
皆
さ
ん
方
に
御

理
解
を
得
て
い
く
中
で
進
め

て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
私
自

身
考
え
、
そ
の
よ
う
な
形
で

す
み
分
け
を
す
る
中
で
今
後

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

 

対
策
に
つ
い
て

石
原　

今
後
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
対
策
も
踏
ま
え
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
に
、
子

ど
も
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

教
育
施
設
等
で
の
集
団
接
種

で
行
う
べ
き
で
は
。

保
健
福
祉
部
長　

小
松
島
市

医
師
会
等
の
関
係
機
関
と
検

討
し
た
結
果
、
医
療
機
関
の

診
療
時
間
外
に
医
師
及
び
看

護
師
の
確
保
が
困
難
で
あ
る

こ
と
、
学
校
に
お
い
て
は
救

急
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
体

育
館
な
ど
で
の
実
施
に
な
る

こ
と
、
日
に
ち
が
限
定
さ
れ
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金
磯
南
雨
水
ポ
ン
プ
場

金
磯
南
雨
水
ポ
ン
プ
場

 
ポ
ン
プ
棟
工
事
着
工
の
見
通
し
は

ポ
ン
プ
棟
工
事
着
工
の
見
通
し
は

答　

平
成
二
十
二
年
度

　
　

 

工
事
着
手
を
目
指
す

公
明
党　

大
木　
　

進　
議
員　

金
磯
南
雨
水
ポ
ン
プ
場

 
ポ
ン
プ
棟
工
事
着
工
の
見
通
し
は

農
業
戸
別
補
償
制
度

農
業
戸
別
補
償
制
度

 

米
粉
用
米
へ
の
交
付
額
は

米
粉
用
米
へ
の
交
付
額
は

答　

八
万
円
（
一
反
当
た
り
）

 

交
付
さ
れ
る

日
本
共
産
党　

天
羽　
　

篤　
議
員　

農
業
戸
別
補
償
制
度

 

米
粉
用
米
へ
の
交
付
額
は

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

大
木　

平
成
二
十
二
年
度
に

ポ
ン
プ
棟
の
工
事
に
着
手
で

き
る
見
通
し
は
つ
い
た
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

事
業
計
画

に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年

度
に
ポ
ン
プ
棟
な
ど
の
基
幹

施
設
の
工
事
着
手
を
目
指
す

と
と
も
に
、
着
実
に
事
業
遂

行
が
図
れ
る
よ
う
事
業
推
進

に
傾
注
し
て
い
き
た
い
。

大
木　

政
権
交
代
か
ら
三
カ

月
が
経
過
し
、
国
の
下
水
道

事
業
予
算
は
、
要
求
段
階
で

約
一
一
％
減
と
な
り
、
国
の

下
水
道
事
業
に
関
し
て
「
財

源
、
権
限
の
地
方
移
管
」
と

の
結
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
短
期
的
な
見
通

し
す
ら
不
透
明
な
状
況
下
に

お
い
て
、
本
当
に
市
が
目
標

に
掲
げ
る
「
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
柱
で
あ
る
「
金
磯

地
区
の
浸
水
対
策
」
が
実
現

で
き
う
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

財
源
内
訳

は
国
庫
補
助
金
が
五
〇
％
、

残
り
を
地
方
債
で
ま
か
な
っ

て
い
る
。
今
後
の
財
政
見
通

し
は
、
現
時
点
で
の
建
設
事

業
費
は
、
平
成
二
十
一
年
度

か
ら
二
十
五
年
度
ま
で
の
五

年
間
で
約
二
十
八
億
円
を
見

込
ん
で
い
る
。
平
成
十
三
年

度
に
策
定
し
た
「
小
松
島
市

公
共
下
水
道
基
本
計
画
」
で

は
、
金
磯
南
雨
水
ポ
ン
プ
場

及
び
雨
水
幹
線
の
整
備
事
業

費
を
約
三
十
三
億
円
と
想
定

し
て
い
た
。
財
政
状
況
を
考

慮
し
、
最
小
限
の
投
資
で
最

大
限
の
効
果
が
発
揮
で
き
る

よ
う
、
新
技
術
の
活
用
な
ど

計
画
、
設
計
を
見
直
し
、
事

業
費
の
圧
縮
を
図
っ
た
こ
と

に
よ
り
約
一
五
％
の
縮
減
を

図
っ
て
い
る
。
行
政
刷
新
会

議
の
事
業
仕
分
け
で
、
自
治

体
に
財
源
を
移
し
た
上
で
、

自
治
体
が
判
断
で
き
る
環
境

を
整
え
る
べ
き
と
評
決
さ
れ

た
の
で
、
国
の
施
策
と
の
連

動
が
図
ら
れ
る
も
の
に
つ
い

て
は
時
機
を
失
す
る
こ
と
な

く
対
応
し
て
い
き
た
い
。

廃
蛍
光
管
処
理
に

 

つ
い
て

大
木　

廃
蛍
光
管
を
ど
の
よ

う
に
回
収
、
処
理
し
て
い
る

の
か
。

天
羽　

来
年
度
か
ら
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
導
入
さ
れ
る
農

業
戸
別
所
得
補
償
の
内
容
は
。

産
業
建
設
部
長　

米
補
償
モ

デ
ル
事
業
は
、
標
準
的
な
生

産
経
費
と
標
準
的
な
販
売
価

格
と
の
差
額
が
定
額
分
と
し

て
交
付
さ
れ
る
。
ま
た
、
水

田
利
活
事
業
で
は
、
一
反
当

た
り
米
粉
用
米
で
八
万
円
、

麦
、
大
豆
は
三
万
五
千
円
、

オ
ク
ラ
、
春
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

は
一
万
円
が
交
付
さ
れ
る
。

天
羽　

米
粉
の
消
費
拡
大
の

た
め
に
は
、
値
段
を
下
げ
る

必
要
が
あ
る
。
市
か
ら
の
支

援
が
で
き
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長　

米
粉
用
米

は
市
内
で
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

約
九
十
二
ト
ン
が
栽
培
さ
れ

て
い
る
。
市
か
ら
助
成
す
る

考
え
は
な
い
。

事
業
仕
分
け
の

 

導
入
に
は

天
羽　

国
が
実
施
し
た
「
事

業
仕
分
け
」
を
市
で
と
り
入

れ
る
考
え
は
な
い
か
。

政
策
監　

昨
年
度
か
ら
導
入

し
た
事
務
事
業
評
価
に
よ

り
、
同
様
の
効
果
が
得
ら
れ

る
。
ま
た
、
新
規
事
業
に
つ

い
て
も
、
事
前
の
事
務
評
価

を
行
っ
て
い
る
。
事
業
仕
分

け
に
つ
い
て
は
研
究
の
余
地

が
あ
る
。

農
漁
業
新
規
就
業

 

促
進
を

天
羽　

農
漁
業
の
後
継
者
、

新
規
参
入
す
る
方
へ
、
市
か

ら
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。

農
機
具
や
漁
船
の
購
入
へ
の

補
助
金
や
、
奨
励
金
制
度
の

導
入
が
で
き
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長　

小
松
島
市

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
を
設
立
し
て
、
認
定
農
業

者
や
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

活
動
を
し
て
い
る
。
漁
業
に

つ
い
て
は
、
県
が
漁
業
就
業

者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
新
た
な
漁
業
就
業
を

希
望
す
る
方
に
情
報
提
供
や

相
談
を
行
っ
て
い
る
。

赤
石
港
遊
休
地
十
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
利
活
用
図
れ

天
羽　

赤
石
港
は
外
国
貿
易

地
区
と
国
内
航
路
地
区
に
分




